
 

第4号様式(第10条関係) 

会 議 録 (要 旨) 

会 議 名  平成２８年度第２回武蔵村山市廃棄物減量等推進審議会 

開 催 日 時  平成２８年１１月２１日(月) １０時００分～１１時３０分 

開 催 場 所  委員会室 

出 席 者 及 び

欠 席 者 

出席者：野田委員 諸江委員 伊藤委員 菊地委員 小野委員  

多和委員 阿比留委員 吉澤委員 加藤委員 

欠席者：牧委員 

事務局：環境担当部長 

    ごみ対策課長 

    ごみ対策課主査 

    ごみ対策課主事 

    コンサルタント会社（（株）杉山・栗原環境事務所） 

議 題 

１ 会長及び副会長の選任について 

２ 会議の公開に関する運営要領の制定について 

３ 武蔵村山市の廃棄物処理の現状及び課題等について 

４ 次期計画の策定スケジュールについて 

５ その他 

結 論 

(決定した方針、残

された問題点、保

留事項等を記載す

る。) 

議題１について 

 武蔵村山市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例施行規則

第3条第1項の規定に基づき、会長に野田委員、副会長に諸江委員が

選任された。 

議題２について 

 本会議については、原則として公開することとし、事務局案のと

おり「武蔵村山市廃棄物減量等推進審議会の会議の公開に関する運

営要領」を定めることとした。 

議題３について 

達成率の表記は誤解のない表記とすること。組成割合の表記や

「雑紙」という用語は、わかりやすい表現とすること。目標設定に

ついては、実現可能性のある目標値を設定すべきである。との意見

を各委員からいただいた。 

議題４について 

 今後の策定スケジュール及び次回の廃棄物処理施設の視察内容に

ついて確認を行った。 

審 議 経 過 

(主な意見等を原則

として発言順に記

載し、同一内容は

一つにまとめる。) 

 

●＝委員 

○＝事務局等 

１ 委員の委嘱等 

⑴ 委嘱書の交付 

⑵ 市長挨拶 

⑶ 委員及び市職員紹介 

 

２ 報告事項 

⑴ 廃棄物減量等推進審議会について 

⑵ 諮問「武蔵村山市一般廃棄物処理基本計画の策定」について 

⑶ 市民・事業所アンケートの実施について 

〇 上記報告事項については、事務局から、資料１から７を使用

し、報告を行った。 

 

３ 議題 

議題１ 会長及び副会長の選任について 

〇 事務局から、資料９を使用し、説明を行った。 

[主な意見等] 

 会長及び副会長の選任について、委員に諮ったところ、事務局一



 

任との意見があり、会長に野田委員、副会長に諸江委員が選任され

た。 

 

議題２ 会議の公開に関する運営要領の制定について 

〇 事務局から、資料１０を使用し、説明を行った。 

[主な意見等] 

本会議については、原則として公開することとし、事務局案のと

おり「武蔵村山市廃棄物減量等推進審議会の会議の公開に関する運

営要領」を定めることとした。 

 

議題３ 武蔵村山市の廃棄物処理の現状及び課題等について 

〇 事務局から、資料１１を使用し、説明を行った。 

[主な意見等] 

● ６ページの３行目、「可燃ごみには、分別不適物が15.6％含ま

れており、そのうち13.6％が資源である。」となっているが、

「そのうち」だと分別不適合物を100％とした場合の率と誤解があ

るので、訂正した方がよい。（９行目も同様。） 

● 12ページの達成率の表記について、未達成の場合も100％以上と

なっており分かりにくいので、達成率は100％を超えると達成とな

るように表記を変更した方がよい。 

○ 指摘のように修正する。 

● 「雑紙（ざつがみ）」という言葉が理解しにくい。「ざっし」

と読めてしまうため、ふりがなを振り、解説が必要ではないか。

分別カレンダーにもわかりやすい表記が必要である。 

○ 「雑紙」という用語は専門用語的で市民に浸透しきれない一面

があるため、イラストを使用するなど、わかりやすい表記を心が

けたい。 

● 納豆のパックやカラシのチューブなど、汚れた容器包装プラス

チックは可燃ごみに分別してもよいのではないか。汚れた容器包

装プラスチックについて方向性を示すべきである。 

○ 容器包装プラスチックについては、「さっと洗って汚れが落ち

るもの」が基準になっているが、より分かりやすい表記を考えて

いきたい。なお、チューブ類は無理に洗えば汚れは落ちるが、水

を使用して汚水が出るので、別の環境負荷が生じてしまう。７ペ

ージのごみの組成割合の表の容器包装プラスチックの割合（可燃

ごみの3.4％、不燃ごみの3.7％）は、さっと洗って汚れが落ちる

ものの割合を示している。 

● ２ページの収集ごみ量の推移で、平成24年度に一時的にごみ量

が増加しているが、原因は何か。 

○ 主な要因としては、平成24年度は村山団地の建て替えにともな

う移転が多かったため、引越ごみが出たための増と推測してい

る。今後も大規模な建て替えが予定されているため。その際には

ごみ量の増加が予想される。 

● １２ページの７つの目標はすべて未達成だが、目標値が高すぎ

たのか。 

○ 目標値は、３市共同資源化施設の更新のために改定した際に推

計したものである。現行計画では、家庭ごみの有料化に伴うごみ

減量を期待したことも未達成の一因と考える。達成の見込みのな

い目標値を設定することは意味がないため、次期計画では実現可

能性のある目標値を設定したい。 

  なお、未達成の原因及び推計の経緯については、次回までにお

示ししたい。 

● 立川市が家庭ごみの有料化を導入したため、越境投棄によって



 

ごみ量が増えた可能性があるのではないか。 

○ 一般に、隣接自治体が有料化した場合には越境不法が生じる可

能性がある。しかし、以前のようにダストボックスを使用してい

れば影響が大きかったと思うが、現在は集積所収集なので大量の

越境投棄は考えにくい。 

○ なお、今後、審議に必要な資料については、御意見をいただけ

れば用意したい。 

● 今後の審議会に資料13（現行計画）は持参するのか。 

○ 現行計画と新計画を比較したいので、持参をお願いしたい。 

 

議題４ 次期計画の策定スケジュールについて 

〇 事務局から、資料１２、１４を使用し、説明を行った。 

[主な意見等] 

○ 12月13日（火曜日）に廃棄物処理の現状について理解を深める

ため施設見学会を予定している。時間は未定であるが、決まったら

各委員に連絡をしたい。 

 

議題５ その他 

● 特になし。 

 

 

会 議 の 公 開 ・

非 公 開 の 別 

☑公 開              傍聴者：  ０  人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

 

 

 

会議録の開示・

非 開 示 の 別 

☑開 示 

□一部開示(根拠法令等：                ) 

□非 開 示(根拠法令等：                ) 

 

庶 務 担 当 課       協働推進部      ごみ対策課(内線：２９３) 

(日本工業規格A列4番)  


